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1	 はじめに
政府・福島県は 2017 年 3 月末で、東京電力福島
第一原発事故に一定の区切りをつける復興加速化








































の協力を得て、2014 年 11 月中旬から下旬にか
け、福島県内の仮設住宅、借り上げ住宅の自治会
組織を通じて 5070 票（浪江町 2185 票、富岡町
1356 票、双葉町 850 票、大熊町 679 票）を配布、
回答のあった 1154 人（浪江 539 人、双葉 152 人、




西日本）とともに、2015 年 9〜11 月にかけて実施
＊関西学院大学災害復興制度研究所	顧問／指定研究員
82 研究紀要『災害復興研究』第 9号
した。アンケートの配布数は約 1800 票で、208 人
から回答を得た。出身は、福島県がもっとも多
く、121 人（58 .2%）と半数強を占めた。ほかは宮
城県 35 人（16 .8%）、茨城県 11 人（5 .3%）、千葉県





55 .3％が男性で、60 歳以上が 7 割余りを占める（図
1）。これに対し、関西は 71 .2％が女性で、20〜40
歳代が 6 割にのぼる。生産年齢（20〜50 歳代）も





職が 4 割（関西避難者は 3 割弱）にのぼるのに対





年金受給 52 .7％、求職中 23 .6％、病気 20 .0％、介
護 5 .5％など）。震災から 5 年たっても原発避難に
よって「日常を失った」ショックがいかに強いか
を印象づけた。

















60 人（29%）、京都府 50 人（24%）、兵庫県 47 人
（23%）、奈良県 24 人（11%）、滋賀県 18 人（9%）、
和歌山県 4 人（2%）、無回答 5 人（2%）で、大
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人に 1 人で、回答者全体からみた割合は 14 .3％
だった（問 13-1）。避難場所を出たあと生活再建
の場として「原発事故前の自宅か、同じ町内」と
答えた人は 10 .8％（問 14）、また、避難場所を出
た後、どんな環境で暮らしたいかとの問いには
「限られた町民だけでも、ふるさとに戻って暮ら















































45 .5％、「5〜10 年の間」が 32 .7％、「10〜30 年の



























































14 .9％、親類・知人宅 5 .3％、家賃負担のある公営
住宅 3 .4％、その他・無回答 10 .1％となっている。
図 3 避難したことについて
















自営業 3 .4％、会社経営 1 .0％となっており、固定
した仕事をもっている人は約 2 割に過ぎなかっ
た。このほか、学生 1 .0％、その他 4 .8％となって
おり、避難生活の厳しさをみせつけた。
同居家族は、母子避難が中心となっているだけ
に、やはり子どもがトップで 133 人（63 .9％）、次
いで配偶者94人（45 .2％）、実の父母23人（11 .1％）
などとなっている。舅姑はゼロだった。震災前と
比 較 し た 同 居 率 は、 子 ど も 81 .6 ％、 配 偶 者






























の支援情報 39 .9％（福島県避難者 43 .6％）、情報が
得られる避難者交流会の開催 38 .0％（同 39 .3％）、





10 .0％（福島県避難者 12 .8％）と、ここでも帰還




























































































と答えた人は、福島 4 町で 42 .4％、関西避難者で
18％だった。一方、準市民制度については、福島



































































































































































	 1．男性	 	 29 .3%
	 2．女性	 	 67 .7%
	 　 無回答	 	 3 .0%
問2﻿ あなたの年齢は、次のどれに当てはまりますか。
	 1．20 歳未満	 	 0 .0％
	 2．20〜29 歳	 	 2 .0％
	 3．30〜39 歳	 	 27 .3％
	 4．40〜49 歳	 	 30 .3％
	 5．50〜59 歳	 	 11 .1％
	 6．60〜69 歳	 	 15 .2％
	 7．70 歳以上	 	 14 .1％
問3﻿ あなたが現在住んでいる市町村は、どちらですか。
	 （　　　　　　　　　　）府・県　　（　　　　　　　　　　）市・町・村
	 1．京都府	 	 28 .3％
	 2．兵庫県	 	 26 .3％
	 3．大阪府	 	 23 .2％
	 4．奈良県	 	 13 .1％
	 5．滋賀県	 	 4 .0％
	 6．和歌山県	 	 3 .0％
	 　 無回答	 	 2 .0％
問4-A　あなたが震災時に住んでいた市町村は、どちらですか。
	 岩手県（	 4 .0	 	 ）市・町・村
	 宮城県（	 16 .2	 	 ）市・町・村
	 福島県（	 61 .6	 	 ）市・町・村
	 茨城県（	 5 .1	 	 ）市・町・村
	 千葉県（	 4 .0	 	 ）市・町・村
	 その他（	 9 .1	 	 ）　　	都・県	 （	 ）市・区・町・村
問4-B　福島県の方におたずねします。住んでいたところは「避難区域」に指定されましたか？
	 1．今も指定されている	 	 21 .3％
	 2．指定されたが、今は解除されている	 	 3 .3％
	 3．指定されたが、現在の状況はわからない	 1 .6％
	 4．指定されなかった	 	 72 .1％
	 　 無回答	 	 	 1 .6％
問5﻿ 震災時に、あなたが住んでいた住宅は、地震や津波による被害はありましたか。
	 1．ない	 	 	 27 .3％
	 2．一部損壊	 	 	 38 .4％
	 3．半壊	 	 	 13 .1％
	 4．大規模半壊	 	 	 3 .0％
	 5．全壊	 	 	 18 .2％
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問6﻿ 「全国避難者情報システム」に登録していますか。
	 1．登録済	 	 	 30 .3％
	 2．知っているが登録していない	 	 6 .1％
	 3．登録したかどうか覚えていない	 	 36 .4％
	 4．システムを知らない	 	 21 .2％
	 　 無回答	 	 	 6 .1％
問7﻿ 現在の住居についておたずねします。
	 1．公営住宅（家賃なし）	 	 41 .4％
	 2．公営住宅（家賃あり）	 	 4 .0％
	 3．民間の賃貸住宅（行政の借り上げ、家賃なし）	 2 .0％
	 4．民間の賃貸住宅（家賃あり）	 	 21 .2％
	 5．自分で購入した住宅	 	 17 .2％
	 6．親戚・知人宅	 	 	 6 .1％
	 7．その他	 	 	 6 .1％
	 　 （具体に）
	 　 無回答	 	 	 2 .0％
問8﻿ あなたは現在、どんな仕事をしていますか。分類がよくわからない場合は、「8.その他」に○をつけ、具体的
な内容を書いてください。
	 1．会社経営	 	 	 2 .0％
	 2．会社員・公務員・団体職員など（正規雇用）	 19 .2％
	 3．パート・アルバイト（派遣社員含む）	 	 31 .3％
	 4．自営業	 	 	 2 .0％
	 5．専業主婦または専業主夫	 	 14 .1％
	 6．学生	 	 	 0 .0％
	 7．無職（当てはまる項目を選んでください）	 29 .3％
	 　 介護	 	 	 6 .9％
	 　 病気	 	 	 20 .7％
	 　 年金受給	 	 	 55 .2％
	 　 仕事に就く気が起きない	 	 13 .8％
	 　 仕事を探している	 	 24 .1％




	 マイナス 65 人	 	 無回答 1 人
問10-A　﻿現在、どなたと同居していますか。あなたからみて当てはまる続柄を選んで○をつけてください。﻿ ﻿
（いくつでも）
	 1．配偶者の父親	 	 	 0 .0％
	 2．配偶者の母親	 	 	 0 .0％
	 3．自分の父親	 	 	 5 .1％
	 4．自分の母親	 	 	 7 .1％
	 5．夫	 	 	 32 .3％
	 6．妻	 	 	 18 .2％
	 7．子ども	 	 	 57 .6％
	 8．子どもの配偶者	 	 	 2 .0％
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	 9．孫		 	 	 1 .0％
	 10．その他	 	 	 1 .0％	　（　　　　　　　　）
	 11．一人暮ら	 	 	 14 .1％
	 　 無回答	 	 	 4 .0％
問10-B　現在、同居する子どもがいる方におたずねします。何人いらっしゃいますか。
	 乳幼児（3 歳未満）・・・・（　　　　）人	 6 .3％
	 未就学児（3〜5 歳）・・・（　　　　）人	 17 .7％
	 小学生（　　　　）人	 	 51 .0％
	 中学生（　　　　）人	 	 8 .3％
	 高校生（　　　　）人	 	 7 .3％
	 大学・短大・専門学校生（　　　　）人		 2 .1％
	 社会人（　　　　）人	 	 7 .3％
	 その他（　　　　）人	 	 0 .0％
問11﻿ 震災前に同居していたが、現在は別居している家族について、おたずねします。あてはまる続柄の方すべて
に○をつけてください。（いくつでも）
	 1．配偶者の父親	 	 	 3 .0％
	 2．配偶者の母親	 	 	 6 .1％
	 3．自分の父親	 	 	 7 .1％
	 4．自分の母親	 	 	 12 .1％
	 5．夫	 	 	 17 .2％
	 6．妻	 	 	 2 .0％
	 7．子ども	 	 	 16 .2％
	 8．子どもの配偶者	 	 	 4 .0％
	 9．孫	 	 	 4 .0％
	 10．その他	 	 	 7 .1％	　（　　　　　　　　　　）
	 　 無回答	 	 	 53 .5％
問12　震災前に配偶者と同居していたが、現在は別居している方におたずねします。別居理由で、あてはまる項目
に○をしてください。（いくつでも）
	 1．離婚した	 	 	 6 .1％
	 2．離婚するかもしれないから	 	 1 .0％
	 3．配偶者が仕事の都合で被災地に残っている	 13 .1％
	 4．配偶者が子どもの都合で被災地に残っている	 0 .0％
	 5．配偶者が親の介護で被災地に残っている	 5 .1％
	 6．配偶者が別の場所に避難している	 	 2 .0％
	 7．配偶者が転勤でほかの場所にいる	 	 2 .0％
	 　 無回答	 	 	 74 .7％
問13﻿ 避難することを理解されなかったり、避難について非難を浴びたりした経験がありますか。あると答えた方
は、誰から非難を受けたのかについても○で選んでください。（いくつでも）
	 1．ある	 	 	 44 .4％
	 （両親 20 .5％　・配偶者 22 .7％　・きょうだい 11 .4％　・配偶者の親 34 .1％　・友人 56 .8％　・近所の人 29 .5％
	 ・職場 20 .5％　・その他 27 .3％	〈	　　　　　	　	〉）無回答 2 .3％




	 1．以前と変わらない	 	 40 .9％
	 （両親 6 .8％　・配偶者 9 .1％　・きょうだい 0 .0％　・配偶者の親 6 .8％　・友人 9 .1％　・近所の人 0 .0％
	 ・職場 0 .0％　・その他 2 .3％	〈	　　　　　	　〉）
	 2．疎遠になった	 	 	 59 .1％
	 （両親 4 .5％　・配偶者 4 .5％　・きょうだい 9 .1％　・配偶者の親 15 .9％　・友人 31 .8％　・近所の人 22 .7％
	 ・職場 13 .6％　・その他	2 .3％〈	　　　　　	　〉）　無回答 9 .1％
	 3．一時疎遠になったが、修復した	 	 20 .5％
	 （両親 9 .1％　・配偶者 4 .5％　・きょうだい 0 .0％　・配偶者の親 9 .1％　・友人 4 .5％　	近所の人 0 .0％
	 ・職場 0 .0％　・その他	2 .3％〈	　　　　　	　〉）　無回答 2 .3％
問15﻿ 現在の避難場所として関西を選んだ理由は何ですか。あてはまるものすべてに○を付けてください。
	 1．自分や配偶者の実家・親戚がある	 	 31 .3％
	 2．勤め先の本（支）店や取引先がある	 	 8 .1％
	 3．関西が好き	 	 	 8 .1％
	 4．昔、住んだことがある		 	 7 .1％
	 5．受け入れ自治体がよさそうだった	 	 12 .1％
	 6．放射能の影響がほとんどなさそう	 	 32 .3％
	 7．仕事がありそう	 	 	 14 .1％
	 8．交通の便が良い	 	 	 11 .1％
	 9．住宅受け入れの情報を得た	 	 23 .2％
	 10．支援がありそう	 	 	 10 .1％
	 11．その他	 	 	 17 .2％
	 　 （	 ）
	 　 無回答	 	 	 1 .0％
問16﻿ 震災後、住民票をどうしましたか。
	 1．元の場所に残している	 	 23 .2％
	 2．現在地に移した	 	 	 72 .7％
	 3．近々、現在地に移す予定でいる	 	 0 .0％
	 4．その他	 	 	 2 .0％
	 　 （	 ）




	 1．いずれ帰る	 	 	 	 30 .4％
	 2．医療費免除のため	 	 	 34 .8％
	 3．賠償金の関係	 	 	 	 13 .0％
	 4．住民票を移すことに家族や親戚の理解が得られない	 	 13 .0％
	 5．仕事の関係	 	 	 	 0 .0％
	 6．ふるさとに愛着がある	 	 	 34 .8％
	 7．住んでいた自治体などの情報が得られないと思うから		 34 .8％
	 8．その他	 	 	 	 17 .4％
	 　 （	 ）
	 　 無回答	 	 	 	 8 .7％
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 （2）	 住民票を元の場所に残していることで、何か不都合や不便さはおありですか。
	 1．ある	 	 	 26 .1％
	 2．少しある	 	 	 47 .8％
	 3．ない	 	 	 21 .7％




























































	 a . 二重住民票	 1．ある	 6 .1％	 2．ない	 71 .7％	 無回答	 22 .2％




	 1．よく知っている	 	 	 0 .0％
	 2．多少、知っている	 	 0 .0％
	 3．あまり知らない	 	 	 16 .7％




	 1．よく知っている	 	 	 0 .0％
	 2．多少、知っている	 50 .0％
	 3．あまり知らない	 	 	 0 .0％







	 1．必要である	 	 15 .2％







































	 2．必要ない	 	 	 	 12 .1％
	 3．どちらとも言えない	 	 	 48 .5％
	 　 無回答	 	 	 	 24 .2％
問22﻿ 震災前に親しくしていた近所の友人と連絡をとりあっていますか。
	 1．頻繁に連絡を取っている	 	 	 	 5 .1％
	 2．たまに連絡を取っている	 	 	 	 37 .4％
	 3．震災直後は連絡を取っていたが今はあまり連絡を取っていない	 	 26 .3％
	 4．震災直後からほとんど連絡を取っていない。	 	 	 28 .3％
	 5．その他（	 	 	 	 ）	 1 .0％
	 　 無回答	 	 	 	 	 2 .0％
問23﻿ 避難してから、どういった人と親しくなりましたか。（いくつでも）
	 1．新たに親しくなった人はいない		 	 	 14 .1％
	 2．交流会などで知り合った避難者	 	 	 34 .3％
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	 3．避難先の公営住宅などで知り合った避難者		 	 21 .2％
	 4．近所の住民	 	 	 	 34 .3％
	 5．子どもの学校や幼稚園の親友達	 	 	 26 .3％
	 6．習い事やボランティア活動などで知り合った人	 	 20 .2％
	 7．勤め先で知り合った人	 	 	 36 .4％
	 8 . 人に会いたくない、外出したくない。	 	 	 7 .1％








	 　 無回答	 	 	 	 2 .0％
問24﻿ 避難者の支援情報を何（誰）から入手していますか。あてはまるものに○をつけてください。（いくつでも）
	 1．元の住んでいた自治体	 	 	 33 .3％
	 2．いま住んでいる自治体	 	 	 52 .5％
	 3．支援団体	 	 	 	 45 .5％
	 4．避難者団体	 	 	 	 36 .4％
	 5．新聞	 	 	 	 9 .1％
	 6．テレビ	 	 	 	 12 .1％
	 7．ラジオ	 	 	 	 2 .0％
	 8．インターネット	 	 	 	 22 .2％
	 9．避難者	 	 	 	 12 .1％
	 10．入手していない		 	 	 8 .1％
	 11．その他	 	 	 	 2 .0％
	 　 ・関西の友人・福島県からの市政だよりが嬉しい・ツイッター・まるっと西日本メール
	 　 無回答	 	 	 	 1 .0％
問25﻿ 行政以外の民間団体・支援者・専門家のどのような支援が役立っていますか。次の中から選んでください。﻿ ﻿
（いくつでも）
	 1．避難者交流会	 	 	 	 35 .4％
	 2．支援情報の提供	 	 	 	 65 .7％
	 3．健康相談・健診	 	 	 	 32 .3％
	 4．ふれあい喫茶・サロンの運営	 	 	 8 .1％
	 5．法律相談	 	 	 	 8 .1％





	 　 無回答	 	 	 	 15 .2％
問26﻿ 来年3月で震災5年を迎えます。避難先でこれからも必要な公的支援は何でしょうか。あてはまるものすべて
に○を付けてください。（いくつでも）
	 1．住宅の家賃補助	 	 	 	 67 .7％
	 2．就労支援	 	 	 	 28 .3％
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	 3．健康診断	 	 	 	 46 .5％
	 4 . 自治体からの支援情報	 	 	 40 .4％
	 5．避難者交流会	 	 	 	 36 .4％
	 6．移住・定住支援	 	 	 	 44 .4％
	 7．里帰りバスなど帰省支援	 	 	 37 .4％
	 8．県外復興住宅の整備	 	 	 12 .1％
	 9．帰還支援	 	 	 	 12 .1％
	 10．電話相談	 	 	 	 8 .1％
	 11．その他	 	 	 	 9 .1％
	 　 （子どもの学習支援・子どもを預けられる場所（母子家庭などでは特に大変だと思う）・子どもが中学生にな
るにあたり、甲状腺検査を公欠にして受けさせてもらいたい。）




	 1．打ち切りの対象地域から避難	 	 	 27 .9％
	 2．現時点では打ち切り対象ではない	 	 	 36 .1％
	 3．よくわからない	 	 	 	 18 .0％










	 ●性別	 ①男性（55 .3%）　　②女性（36 .5%）　　無回答（8 .2%）
	 ●年代	 ① 20 代（0 .8％）　　② 30 代（2 .3%）　　③ 40 代（6 .5%）　　④ 50 代（14 .2%）
	 	 ⑤ 60 代（31 .3%）　　⑥ 70 歳以上（40 .5％）　　無回答（4 .4％）
	 ●職業	 ①農林漁業者（11 .8%）　　②自営業者（10 .5%）　　③販売・サービス職（5 .2％）
	 	 ④技能・作業職（8 .3%）　　⑤事務・技術職（4 .6%）　　⑥経営者・管理職（2 .3%）
	 	 ⑦専門職・自由業他（3 .1%）　　⑧主婦（10 .4%）　　⑨生徒・学生（0 .0%）　　⑩無職（40 .7%）
	 ●自治体	 ①浪江町（46 .7%）　　②双葉町（13 .2%）　　③大熊町（11 .5%）　　④富岡町（24 .4％）
	 	 　無回答（4 .2％）
	 ●区域	 ①帰還困難区域（中間貯蔵施設の建設候補地）（7 .3%）
	 	 ②帰還困難区域（中間貯蔵施設の建設候補地以外）（26 .7%）
	 	 ③居住制限区域（28 .2％）
	 	 ④避難指示解除準備区域（20 .9%）
	 ●避難先	 ①福島県内（83 .4%）
	 	 ②福島県外（13 .8%）
	 	 　無回答（2 .9％）
Ⅱ　原発事故前のお住まいについてお聞きします。
問2﻿ 原発事故前の居住地に代々、お住まいですか。居住年数について、該当するところを○で囲んでください。
	 1．100 年以上（30 .6％）
	 2．50 年〜 100 年未満（29 .3％）
	 3．10 年〜 50 年未満（34 .8％）








	 1．賛成　（20 .1％）	 	 	2．どちらかといえば賛成（32 .1％）
	 3．どちらかといえば反対（13 .0％）	 	4．反対（9 .4％）




















	 1．よくある（8 .8％）	 	 	2．たまにある（51 .0％）
	 3．ほとんどない（28 .1％）	 	4．まったくない（11 .0％）
	 　 無回答（1 .1％）
問8﻿ 日常会話の中で「ふるさと」に関する話題はあがりますか。あてはまるものを選んでください。
	 1．よくあがる（8 .8％）	 	2．たまにあがる（51 .0％）




	 1．おまつり・催事（具体的に：	 ◎	 11 .7％	 〇	 43 .6％）
	 2．町内の名所・旧跡（具体的に：	 ◎	 2 .9％	 〇	 19 .2％）
	 3．名産・特産品（具体的に：	 ◎	 3 .6％	 〇	 25 .0％）
	 4．景色、景観、自然（具体的に：	 ◎	 20 .8％	 〇	 53 .3％）
	 5．習俗・伝統・歴史（具体的に：	 ◎	 1 .7％	 〇	 16 .9％）
	 6．その他：（具体的に：	 ◎	 13 .3％	 〇	 20 .8％）
	 　 無回答	 ◎	 46 .0％	 〇	 12 .1％
問10﻿「ふるさと」の自治体に対する愛着心（帰属意識）について、あてはまるものを選んでください。
	 1．原発事故の前後で、愛着心（帰属意識）は変わらない	 （30 .8％）
	 2．時間が経つにつれ、愛着心（帰属意識）が薄れた	 	 （41 .2％）










	 1．ふるさとがいつ震災前の状態に戻るかわからないから	 ◎	 20 .2％	 〇	 70 .6％
	 2．ふるさとの住民どうしのつながりが薄れてきたから	 ◎	 5 .9％	 〇	 57 .8％
	 3．震災や原発事故のつらい経験を振り返りたくないから	 ◎	 2 .5％	 〇	 27 .3％
	 4．行政が信頼できなくなったから	 ◎	 4 .0％	 ◯	 23 .4％
	 5．避難先での新しい人間関係ができてきたから	 ◎	 2 .0％	 ◯	 16 .6％
	 6．新天地で暮らしていこうと考えているから	 ◎	 9 .7％	 ◯	 47 .3％
	 7．その他：（	 ）
問11﻿「ふるさと」の自治体が将来、存続していけるかどうか危機感を感じますか。
	 1．危機感を感じる（62 .7％）	 	2．危機感は感じない（6 .5％）






	 1．決断した（57 .1％）	 	2．決断できない（39 .5％）
	 　 無回答（3 .4％）
問13-1　【「決断した」とお答えになった方にお尋ねします】どのような決断をしましたか。
	 1．ふるさとに戻る（25 .0％）	 	2．ふるさとには戻らない（74 .4％）
	 　 無回答（0 .6％）
問13-2　【「戻る」とお答えになった方にお尋ねします】戻れるとすれば、いつだと思いますか。
	 1．5 年以内	 	 （45 .5％）
	 2．5 年から 10 年の間	 （32 .7％）
	 3．10 年から 30 年の間	 （11 .5％）
	 4．30 年よりも先	 	 （3 .6％）
	 　 無回答	 	 （6 .7％）
問13-3　【「戻らない」とお答えになった方にお尋ねします】決断をされた時期はいつ頃ですか。
	 1．原発事故後、1 年以内	 	 （18 .0％）
	 2．原発事故後、1 年から 2 年の間	 	 （20 .4％）
	 3．原発事故後、2 年から 3 年の間	 	 （25 .3％）
	 4．原発事故後、3 年以上がたってから	 	 （33 .5％）
	 　 無回答	 	 	 （2 .9％）
問13-4　【「戻らない」とお答えになった方にお尋ねします】戻らないと決めた理由は次のどれでしょう。○はいくつ
でも。一番、大きいと思われる理由には、◎をつけてください。
	 1．除染がされたとしても放射線への不安があるから	 ◎	 9 .8％	 ○	 60 .2％
	 2．原発でトラブルが相次ぐなど安全性に不安があるから	 ◎	 8 .4％	 ○	 61 .6％
	 3．戻っても仕事が確保できるか心配だから	 ◎	 1 .6％	 ○	 35 .3％
福島県内外の原発避難者アンケートからみた復興加速化策の問題点を考える 101特集：原発避難　　6 
	 4．商店や医療機関などの生活環境が整わないと思うから	 ◎	 6 .5％	 ○	 72 .7％
	 5．雨漏りやねずみなどの被害で家屋の損傷が進み、住める状態ではないから
	 	 ◎	 9 .0％	 ○	 60 .2％
	 6．多くの住民が戻らず、町の将来が見通せないから	 ◎	 8 .6％	 ○	 64 .9％
	 7．自宅が中間貯蔵施設の候補地になったから	 ◎	 2 .2％	 ○	 6 .3％
	 8．その他：	 ◎	 6 .1％	 ○	 18 .2％
	 　 無回答	 ◎	 47 .8％	 ○	 1 .8％
問14﻿【以降の質問は皆様にお尋ねします】
﻿ 今の避難場所を出た後、どこで生活再建をしたいと考えていますか。
	 1．原発事故前の自宅か、同じ町内	 	 	 （10 .8％）
	 2．県などが整備する「災害復興公営住宅」	 	 （22 .6％）
	 3．現在の避難場所の近くに購入するか、賃借する住宅	 	 （22 .1％）
	 4．県内の別の場所に購入するか、賃借する住宅	 	 （17 .7％）
	 5．県外に購入するか、賃借する住宅	 	 	 （6 .0％）
	 6．まだ決められない	 	 	 （11 .8％）
	 　 無回答	 	 	 	 （9 .0％）
問15﻿ 具体的にはどの地域でしょうか。
	 1．元の町（11 .2％）	 	 	2．いわき市（29 .5％）	 	 3．福島市（10 .1％）
	 4．郡山市（9 .7％）	 	 	5．会津若松市（1 .3％）
















	 1．仮の町	 	 （67 .4％）
	 2．町外コミュニティ		 （45 .1％）
	 3．セカンドタウン	 	 （17 .3％）
	 4．いずれも聞いたことがない	（18 .6％）
	 　 無回答	 	 （8 .1％）
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問19﻿「仮の町」「町外コミュニティ」「セカンドタウン」などの構想について、違いをご存じですか。
	 1．知らない（49 .7％）	 	2．ほとんど同じではないか（25 .0％）















	 1．帰還を前提とした施策を進めるべき	 （13 .1％）
	 2．帰還が難しいと考える住民の意向も尊重した施策をとるべき	 （61 .7％）
	 3．どちらともいえない	 （15 .9％）
	 　 無回答	 （9 .3％）
問21﻿ あなたは、帰還を前提としない、「セカンドタウン」構想について、どのようにお考えになりますか。
	 1．セカンドタウン構想を進めてもらいたい	 	 	 	 （10 .1％）
	 2．セカンドタウン構想よりも、個人の自立への支援を手厚くしてもらいたい	 （55 .5％）
	 3．セカンドタウン構想よりも、元のふるさとに戻るための措置を進めてもらいたい	 （16 .1％）




	 2．多くの住民が移り住むこと	 ◎	（11 .2％）	 ○	（39 .4％）
	 3．安定した仕事があること	 ◎	 （3 .0％）	 ○	（24 .0％）
	 4．震災前のコミュニティを維持できること	 ◎	 （1 .0％）	 ○	（11 .9％）
	 5．避難先でのコミュニティを維持できること	 ◎	 （1 .7％）	 ○	（17 .2％）
	 6．「ふるさと」と行き来できるような場所にあること	 ◎	 （4 .9％）	 ○	（32 .9％）
	 7．「ふるさと」に似た気候であること	 ◎	 （1 .6％）	 ○	（20 .6％）
	 8．周辺の生活インフラが活かせる場所にあること	 ◎	 （3 .6％）	 ○	（22 .2％）
	 9．土地の払い下げが受けられること	 ◎	 （0 .8％）	 ○	 （9 .5％）
	 10．まちの具体像が早期に示されること	 ◎	 （2 .9％）	 ○	（14 .6％）
	 11．原発事故の前まで住んでいた地域の所有権も持ち続けられること
	 	 ◎	 （3 .0％）	 ○	（20 .0％）




	 1．二重住民票	 ①ある（38 .8％）	 ②ない（55 .3％）	 無回答	 （5 .9％）
	 2．準市民制度	 ①ある（16 .8％）	 ②ない（69 .4％）	 無回答	（13 .8％）
問24﻿【二重住民票について「聞いたことがある」とお答えになった方にお尋ねします】
　制度について、どの程度、知っておられますか。
	 1．よく知っている	 （6 .5％）	 2．多少、知っている（35 .9％）




	 1．よく知っている	 （6 .2％）	 2．多少、知っている（29 .4％）







	 1．必要	 	 （21 .3％）
	 　 （理由：	 	 	 	 	 ）
	 2．必要ない	 	 （18 .1％）
	 3．どちらとも言えない	 （39 .6％）
Ⅴ	 最後に、将来の居住や町の姿に関するご意見やご要望など、何でも結構ですので、自由にお書きくだ
さい。
省略
